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IMASEN REPORT 10

株株株株株株株式式式式式式式式式式会社今今今今今今今今今仙電機製作作所所株株株株株株式式式式式式会会社社今今今今今今今仙仙電電機機製製作作所所
〒484-8507　愛知県犬山市字柿畑1番地
TEL（0568）67-1211（代表）

この報告書は、環境に配慮し、
FSC森林認証紙とベジタブルインク
を使用しております。

株主メモ

事 業 年 度

定時株主総会

基 準 日

株主名簿管理人

同事務取扱場所

郵便物送付先

電話照会先

同 取 次 窓 口

単 元 株 式 数

証 券 コ ー ド

毎年4月1日から翌年3月31日まで

毎年6月

定時株主総会・期末配当：毎年3月31日

中間配当：毎年9月30日

東京都港区芝三丁目33番1号

中央三井信託銀行株式会社

愛知県名古屋市中区栄三丁目15番33号

中央三井信託銀行株式会社 名古屋支店 証券代行部

〒168-0063　東京都杉並区和泉二丁目8番4号

中央三井信託銀行株式会社　証券代行部

0120-78-2031（フリーダイヤル）

中央三井信託銀行株式会社　本店及び全国各支店 

日本証券代行株式会社　本店及び全国各支店

100株

7266（東京・名古屋証券取引所市場第一部）

■

■

■

■

■

■

■

■

（ ）

株主様の口座のある証券会社にお申出ください。
なお、証券会社に口座がないため特別口座が開設されまし
た株主様は、特別口座の口座管理機関である中央三井信託
銀行株式会社にお申出ください。

住所変更、単元未満株式の買取のお申出先について

株主名簿管理人である中央三井信託銀行株式会社にお申出
ください。

未払配当金の支払いについて

「配当金計算書」について
配当金支払いの際、送付している「配当金計算書」は、租
税特別措置法の規定に基づく「支払通知書」を兼ねており
ます。確定申告を行う際は、その添付資料としてご使用い
ただくことができます。
＊確定申告をなされる株主様は、大切に保管ください。

当社及びグループ会社の概要・財務・製品・採用・決
算等の最新情報につきましては、ホームページにてご
案内しております。
ぜひ、下記アドレスまでアクセスしていただきますよ
うご案内申しあげます。

URL http://www.imasen.co.jp/

ホームページのご紹介

株主の皆様の声をお聞かせください

ご回答いただいた方の中から
抽選で薄謝（図書カード500円）
を進呈させていただきます

kabu@wjm.jpへ空メールを送信してください。（タイトル、本文は無記入）
アンケート回答用のURLが直ちに自動返信されます。

空メールによりURL自動返信

Yahoo!、MSN、exciteのサイト
内にある検索窓に、い い か ぶ と
4文字入れて検索してください。

いいかぶ 検索検索

●アンケートのお問い合わせ 
  「e -株主リサーチ事務局」

TEL： 03-5777-3900（平日 10：00～17：30）
MAIL：info@e-kabunushi.com

●アンケート実施期間は、本書がお手元に
到着してから約2ヶ月間です。

http://ｗｗｗ.e-kabunushi.com
アクセスコード　7266

※本アンケートは、株式会社エーツーメディアの提供する「e-株主リサーチ」
サービスにより実施いたします。（株式会社エーツーメディアについての詳細　
http://www.a2media.co.jp）※ご回答内容は統計資料としてのみ使用さ
せていただき、事前の承諾なしにこれ以外の目的に使用することはありません。

下記ＵＲＬにアクセスいただき、アクセスコード入力後に表示される
アンケートサイトにてご回答ください。所要時間は5分程度です。

当社では、株主の皆様の声をお聞かせいただくため、アンケートを
実施いたします。お手数ではございますが、アンケートへのご協力
をお願いいたします。
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■第２四半期　決算ハイライト

国内外における受　　　注回復により増収増益となりました。
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売 上 高 420億円
前年同期比 25.1％増加

営業利益 33億円
前年同期比 124.6％増加

経常利益 30億円
前年同期比 80.4％増加

純 利 益 15億円
前年同期比 98.9％増加

純 資 産   307億円
前年同期比 12.9％増加

自己資本比率 48.1%
前年同期比 0.6ポイント増加

0

2,000

4,000

6,000

8,000
（単位：百万円）

第70期 第72期第71期 第73期

3,216

958

6,676

2,703

3,687
3,303

5,185

1,513

第74期

3,399

0

2,000

4,000

6,000

8,000
（単位：百万円）

第70期 第72期第71期 第73期

3,479

923

6,316

2,827 2,759
3,267

5,281

1,711

第74期

3,087

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000
（単位：百万円）

第70期 第72期第71期 第73期

1,902

520

3,957

1,856
1,505

1,925

3,064

794

第74期

1,580

0

10,000

15,000

20,000

35,000

5,000

30,000

25,000

（単位：百万円）

第70期 第72期第71期 第73期

22,422
20,105

26,87525,550 26,001
28,192 29,600

27,255

第74期

30,761

25

35

40

50

30

45

第74期

（単位：％）

第70期 第72期第71期 第73期

41.7

46.7

46.9

47.5

37.9

40.9

48.1

40.3
37.9

第2四半期 通期 第2四半期 通期

株主の皆様へ

Contents

代表取締役会長 代表取締役社長

平素より格別のご高配を賜り厚くお礼申しあげます。
第74期第2四半期の業績について、ご報告させていただきます。

株主の皆様へ
　　　 ………………1

第2四半期決算ハイライト
　　　 ………………1

グローバル展開
　　　 ………………3

CSR
　　　 ………………5

決算の状況（連結）
　　　 ………………7

事業別営業の概況
　　　 ………………9

会社の概況
　　　 …………… 10

株式情報
　　　 …………… 10経営理念

想像力を豊かにし、 これまでに存在しない全く新しい製品・サービスを創造し、
これをより安く、 より速く、世の中に提供することで、人々の豊かな暮らしに貢献いたします。

2
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特集企画 「IMASENを知る」第５弾
IMASENのグローバル展開 
　拡大を続ける海外自動車市場。私たち自動車業界の企業が生き残り、さらな
る成長を進めていくためには、グローバル展開を欠くことができない状況となっ
ております。こうした状況におきまして、IMASENでは海外における新たな挑
戦を決定し、現在その準備を進めております。 
　今回の特集企画は前回に引き続き、IMASENの新しいグローバル展開につい
てご紹介いたします。

北米地域においては、前期における自動車
生産の大幅な落ち込みから回復し、増産に
転じております。しかしながら急激な円高
の影響などから、利益面では厳しい状況が
続いております。

アジア地域においても、前期は欧州向けの生産を担当するタイを中心に
減産となりましたが、今期は増産に転じております。特にタイの回復幅
が大きく、収益改善が進んでおります。

米国子会社への増資及び自動車用シートアジャスタの工場を新設
　IMASENは米国子会社「イマセン ビュサイラス テクノロジー インク」（IB-TECH）への増資を行い、米国内に自動
車用シートアジャスタ工場を新設することを決定いたしました。 
　IB-TECHでは、現在オハイオ州の工場を拠点として、北米地域への製品供給を行っておりますが、今後の北米地域に
おいて見込まれるシートアジャスタの受注拡大に対応するため、同社における第2の生産拠点として、テネシー州に新
工場を設置するものであります。 
　2011年の操業開始を目指し、準備を進めております。

　IMASENのタイ国子会社「イマセン マニュファクチュアリン
グ （タイランド） カンパニー リミテッド」（IMTC）では、既存工
場の隣接地に第2工場を建設することを決定し、10月に起工式を
開催いたしました。
　IMTCではタイ国内及び欧州向けを中心に自動車用シートア
ジャスタの製造、販売を行っておりますが、今後予想されるタイ
国内の自動車生産の伸びと、それに伴う受注増加の見込みに対応
するため、プレス専用工場として第2工場を新設し、既存のプレ
ス設備を移管、増強を図るとともに、既存工場におけるシートア
ジャスタの生産能力増強を図るものであります。
　2011年11月の操業開始を目指しております。

■トピックス

■トピックス

北米（米国）

アジア（中国、タイ、フィリピン、台湾、インド）

タイに第2工場を新設

既存工場（オハイオ州）

新工場（テネシー州）
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■新工場の概要
所 在 地：テネシー州マウントプレザント市
工 場 設 置：2010年8月
操 業 予 定：2011年 年央予定
投 資 額：約20百万ドル
工 場 面 積：敷地面積 90,000㎡ 建屋面積 15,000㎡
生 産 品 目：シートアジャスタ、他
設 備 内 容：プレス、溶接、組立
売 上 高：2012年度予想　約50百万ドル
従 業 員：2012年度予想　約180名

■新工場の概要
所  在  地：タイ国アユタヤ県
着  　  工：2010年10月
操 業 予 定：2011年11月予定
投  資  額：約52百万バーツ
工 場 面 積：敷地面積 18,884㎡ 建屋面積 2,550㎡ 
生 産 品 目：シートアジャスタ、他
設 備 内 容：プレス

【第2工場完成予想図】

【起工式で献花する増谷社長】



5 6

　IMASENの米国拠点であるIB-TECHでは、地域貢
献活動に継続的に取り組んでおります。
　経済的に恵まれない人たちへの食料、衣料品の寄
付のほか、火災により住宅をなくした人たちへのク
リスマスプレゼントの提供などを行っております。
　また、2010年夏には、地域交流活動として、周
辺企業との協力によりCrossroads Community 
Day（工業団地地域祭）を開催し、工場見学会や子
供たちによる釣り大会、リサイクル品の回収などを
実施いたしました。

　9月、犬山市内・八曽自然休養林「ふれあいの森」にて、従業員とその家族による間伐体験会を実施い
たしました。
　このイベントは、犬山市の豊かな自然を守るために活動する民間ボランティア団体「犬山エコアップ
リーダーの会」の協力によって実施したものであります。
　こうした体験を、地元地域の自然の豊かさを再認識し、地域社会における事業活動への意識を高める
機会として、役立ててまいります。

　IMASENでは、本社及び名古屋工場を置く愛知県
犬山市において、「安全で安心できる街づくり」を目
指し、犬山警察署の指導のもと、「IMASEN地域防
犯パトロール隊」を結成いたしました。7月に犬山市
長、犬山警察署長らの列席のもと、出発式を開催し、
地域防犯活動を開始しております。
　こうした活動を通じて地域の皆様と協力すること
により、企業市民として、より良い街づくりへの貢
献を目指してまいります。

■米国拠点での地域貢献活動

■森林間伐体験会を実施

■地域防犯パトロール隊を結成

CSR

【Crossroads Community Day】 【森林間伐体験会】

　IMASENは、中国内陸部の湖北省武漢市に新たな現地法人を
設立することを決定いたしました。
　広東省広州市の現地法人「広州今仙電機有限公司」（GICO）
に続く中国第2の生産拠点となるもので、今後の中国地域におけ
るシートアジャスタの受注拡大に対応するとともに、中国国内
における物流効率の改善を図ってまいります。
　2012年中の操業開始に向け、準備を進めております。

■トピックス

中国第2の生産拠点設立を決定

■子会社の概要
社  名：武漢今仙電機有限公司（仮称）
所  在  地：湖北省武漢市
資  本  金：50百万人民元（約6億円）
出 資 比 率：当社 60％、 広州今仙電機有限公司 40％
生 産 品 目：シートアジャスタ、他

新拠点（湖北省武漢市）

既存拠点（広東省広州市）

【IMASEN地域防犯パトロール出発式】
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年度別

科目

前第2四半期
連結累計期間
平成21年4月 1 日から
平成21年9月30日まで

当第2四半期
連結累計期間
平成22年4月 1 日から
平成22年9月30日まで

前連結
会計年度
平成21年4月 1 日から
平成22年3月31日まで

売上高 33,642 42,079 74,012

売上原価 29,054 35,111 62,519

売上総利益 4,587 6,968 11,493

販売費及び一般管理費 3,074 3,569 6,307

営業利益 1,513 3,399 5,185

営業外収益 305 150 327

営業外費用 107 462 231

経常利益 1,711 3,087 5,281

特別利益 27 3 27

特別損失 107 57 145

税金等調整前四半期（当期）純利益 1,631 3,033 5,163

法人税、住民税及び事業税 947 1,558 2,138

法人税等調整額 △105 △138 △56

少数株主利益又は少数株主損失（△） △5 33 17

四半期（当期）純利益 794 1,580 3,064

年度別

科目

前第2四半期
連結累計期間
平成21年4月 1 日から
平成21年9月30日まで

当第2四半期
連結累計期間
平成22年4月 1 日から
平成22年9月30日まで

前連結
会計年度
平成21年4月 1 日から
平成22年3月31日まで

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,611 1,748 7,955

投資活動によるキャッシュ・フロー △260 △1,104 △1,019

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,369 △1,106 △2,295

現金及び現金同等物に係る換算差額 99 △70 53

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,080 △533 4,694

現金及び現金同等物の期首残高 4,559 9,254 4,559

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高 5,640 8,720 9,254

年度別

科目

前第2四半期
連結会計期間末
（平成21年9月30日）

当第2四半期
連結会計期間末
（平成22年9月30日）

前連結
会計年度末
（平成22年3月31日）

年度別

科目

前第2四半期
連結会計期間末
（平成21年9月30日）

当第2四半期
連結会計期間末
（平成22年9月30日）

前連結
会計年度末
（平成22年3月31日）

（資産の部）
流動資産
　　現金及び預金
　　受取手形及び売掛金
　　たな卸資産
　　その他
　　貸倒引当金

固定資産

　有形固定資産
　　建物及び構築物（純額）
　　機械装置及び運搬具（純額）
　　その他（純額）

　無形固定資産
　　その他

　投資その他の資産
　　投資有価証券
　　その他
　　貸倒引当金

29,275
5,857
17,414
4,304
1,701
△1

26,302

23,001
7,332
7,150
8,518

279
279

3,021
2,684
372
△35

37,813
9,003
20,994
5,481
2,335
△2

24,317

20,838
6,923
5,913
8,001

366
366

3,113
2,791
356
△35

35,968
9,564
19,551
4,928
1,926
△2

25,244

21,467
7,192
6,515
7,759

356
356

3,421
3,100
356
△35

（負債の部）
流動負債 19,130 23,160 22,966
　　支払手形及び買掛金 10,393 13,632 12,856
　　1年内償還予定の社債 302 － 167
　　短期借入金 2,956 2,633 2,774
　　未払法人税等 874 1,473 1,854
　　賞与引当金 1,005 1,090 1,086
　　その他 3,598 4,329 4,228
固定負債 9,192 8,209 8,645
　　社債 3,500 3,500 3,500
　　長期借入金 2,175 1,512 1,885
　　退職給付引当金 1,820 1,653 1,741
　　その他 1,696 1,542 1,519
　　負債合計 28,322 31,369 31,611
（純資産の部）
株主資本 26,471 30,321 28,752
　　資本金 4,397 4,548 4,464
　　資本剰余金 4,130 4,281 4,197
　　利益剰余金 18,051 21,600 20,197
　　自己株式 △107 △108 △108
評価・換算差額等 △88 △461 △46
　　その他有価証券評価差額金 834 868 1,061
　　為替換算調整勘定 △922 △1,330 △1,108
少数株主持分 872 902 895
　　純資産合計 27,255 30,761 29,600

　　資産合計 55,577 62,131 61,212 　　負債純資産合計 55,577 62,131 61,212

四半期連結貸借対照表 （単位：百万円）

■決算の状況（連結） ■決算の状況（連結）

　　　　　総資産・純資産
売上の増加に伴い、売掛債権が増加し
たことから、総資産は62,131百万円（前
期末比918百万円の増加）となりました。
純資産につきましては、利益剰余金の
増加などにより、30,761百万円（前期
末比1,160百万円の増加）となりました。
なお、1株当たり純資産は1,662.79円
となっております。

61,212

29,600

第70期 第71期 第72期 第73期 第74期
（第2四半期）

0
10,000
20,000

40,000
30,000

56,918

22,422

64,367

26,875

53,725

26,001

62,131

30,761

50,000

70,000
60,000

（百万円）

総資産 純資産

　　　　　自己資本比率
総資産・純資産ともに増加と
なりましたが、純資産の増加
率がやや上回ったことから、
自己資本比率は前期末から
1.2ポイントの改善となる
48.1％となりました。

第70期 第71期 第72期 第73期 第74期
（第2四半期）

0

10

30

20

37.9 40.3
46.946.9 48.140

50
（％）

46.7

四半期連結損益計算書 （単位：百万円） 四半期連結キャッシュ・フロー計算書（要旨） （単位：百万円）

　　　　　売上高
自動車業界におきまして、中
国、タイなどの新興国の販売
が好調に推移したことに加
え、国内においても、エコカー
減税や補助金効果により堅調
な販売状況となったことか
ら、前年同期比で増収となり
ました。

86,936

49,676

第2四半期 通期

0

20,000

40,000

60,000

73,323

34,679
41,621

74,012

33,642
42,079

80,000

100,000
（百万円）

第70期 第71期 第72期 第73期 第74期
（第2四半期）

91,321 　　　　　フリーキャッシュ・フロー
法人税等の支払額の増加によ
り、営業活動によるキャッシュ・
フローが減少する一方、設備
投資の増加に伴う投資活動に
よるキャッシュ・フローが増加
したことから、フリーキャッ
シュ・フローは643百万円と
なっております。

△197

6,935

営業CF 投資CF 財務CF

-10,000
-8,000

-2,000
-4,000
-6,000

4,000

0
2,000

△878

2,701
643

6,000
8,000
10,000
（百万円）

フリーCF

第70期 第71期 第72期 第73期 第74期
（第2四半期）

　　　　　営業利益
営業利益につきましては、売
上が回復し、また、前期から
継続して固定費の圧縮に努
力した結果、前年同期比で
1,885百万円の増益となる
3,399百万円となりました。

2,703
3,303

第2四半期 通期

第70期 第71期 第72期 第73期 第74期
（第2四半期）

0
1,000
2,000

5,000

3,000
4,000

958

5,185

1,513

3,399

6,000
7,000
8,000

（百万円）
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POINT④

POINT⑤
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中間 期末

■株式の状況

■会社の概要

■所有者別分布状況

■役員

発行可能株式総数 …………………49,195,000株
発行済株式の総数 …………………18,172,737株
株主数………………………………………4,058名

■大株主（上位10名）

証券会社
2.49％（452千株）

外国人
5.04％（915千株）

その他国内法人
22.98％（4,176千株）

個人・その他
33.80％（6,141千株）

自己名義株式
1.18％（215千株）

金融機関
34.51％（6,271千株）

株 式 数

10

7

17
9

（予想）

0

10

30

第74期

（単位：円）

第70期 第72期 第73期第71期

910

18

8
18

7

14

7
9

18

9

20

■配当金の推移

■会社の概況（平成22年9月30日現在）

■株式情報（平成22年9月30日現在）

社 名 株式会社　今仙電機製作所
Imasen Electric Industrial Co.,Ltd.

設 立 昭和14年2月1日
資 本 金 4,548百万円
主な事業内容 自動車用機構製品及び電装製品の製造・販売
従 業 員 数 3,862名（連結）
本社所在地 愛知県犬山市字柿畑1番地
営 業 所 東京支店／広島支店／栃木支店
工 場 名古屋工場／岐阜工場／八百津工場

岡山工場／春里工場／可児工場／広島工場
株式会社九州イマセン

海 外 拠 点 台湾／フィリピン／米国／
中国／タイ／インド

株主名 持株数（千株）持株比率（％）
本 田 技 研 工 業 ㈱ 1,066 5.93
日本トラスティ・サービス信託銀行㈱（信託口） 910 5.06
日本マスタートラスト信託銀行㈱（信託口） 823 4.58
IMASEN取引先持株会 765 4.26
ヤ マ ハ 発 動 機 ㈱ 613 3.41
㈱三菱東京ＵＦＪ銀行 605 3.36
今仙電機従業員持株会 541 3.01
㈱ 第 三 銀 行 505 2.81
東京海上日動火災保険㈱ 505 2.81
日本トラスティ・サービス信託銀行㈱（中央三井） 468 2.60

代表取締役会長 若山　恭二 取 締 役 坪内　　明

代表取締役社長 増谷　　修 取 締 役 山田　　博

専 務 取 締 役 上西　正司 取 締 役 藤掛　　治

専 務 取 締 役 梅田　敏雄 常 勤 監 査 役 河村　則行

常 務 取 締 役 宇根　敏昭 常 勤 監 査 役 大澤　慶文

取 締 役 植松　俊夫 監 査 役 尾関　誠治

取 締 役 渡邉　和彦 監 査 役 宮澤　俊夫

取 締 役 丹羽　和秋

取 締 役 中島　良紀

泫 持株比率は自己株式（215千株）を控除して計算しております。

監査役尾関誠治及び宮澤俊夫は、会社法第２条第16号に定める社外監査役であります。

事業別
売上高
構成

自動車部品
95.0％

自動車販売
　　1.2％

福祉機器
1.3％

ワイヤーハーネス
2.5％

■製品別売上高構成 ■販売先系列別売上高構成

■事業別営業の概況

主力の自動車部品関連事業の収益改善が進んでおります
自動車部品関連事業

売 上 高 39,986百万円
（前年同期比 26.0％増）
営業利益 3,325百万円
（前年同期比 122.8％増）

引き続き中国が好調を維持しているほか、タイでも生産が回復して
おり、世界的な自動車減産の影響を大きく受けた前年同期と比較す
ると、大幅な売上増加となりました。こうした増収効果に加え、落
ち込んだ受注に対応したコスト削減を継続することにより、大幅な
増益を確保しております。

シートアジャスタ
　　　85.0％

ランプ
6.9％

リレー
3.6％

ウインドレギュレータ
0.2％

その他
2.8％

ホーン
1.5％

日産
19.6％

トヨタ
0.5％

ホンダ
47.0％

その他
6.1％

日野
0.4％
ヤマハ
0.2％

三菱
14.6％

マツダ
4.0％

富士重
3.8％

いすゞ
1.5％

ダイハツ
1.5％

スズキ
0.8％

ワイヤーハーネス関連事業

売 上 高 1,065百万円
（前年同期比 15.6％増）
営業利益 26百万円
（前年同期比 －）

航空機向けの受注が堅調に推移する
一方、工作機械向けの受注について
も徐々に回復傾向にあることから、
増収となり、黒字回復しております。

福祉機器関連事業

売 上 高 529百万円
（前年同期比 2.4％減）
営業利益 50百万円
（前年同期比 32.3％減）

期初における電動車いす販売の出足
の悪さが影響し、減収減益となりま
した。

自動車販売関連事業

売 上 高 496百万円
（前年同期比 10.3％増）
営業損失 △13百万円
（前年同期比 －）

エコカー減税や補助金効果により、
新車販売を中心に売上高はやや回復
したものの、引き続き損失計上とな
りました。

パワーシートアジャスタ


